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受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

(記
き

入
にゅう

してください。)

問題
番号

解 答 番 号

No.

1

No.

2

No.

3

1 43

1 32

432

4

令
れい

和
わ

�年
ねん

度
ど

�級
きゅう

建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

施
せ

工
こう

管
かん

理
り

第
だい

一
いち

次
じ

検
けん

定
てい

(第
だい

�回
かい

)

択
たく

一
いつ

式
しき

種
しゅ

別
べつ

問
もん

題
だい

(第
だい

�種
しゅ

) 試
し

験
けん

問
もん

題
だい

次
つぎ

の注
ちゅう

意
い

をよく読
よ

んでから始
はじ

めてください。

=注
ちゅう

意
い

>

1唖これは試
し

験
けん

問
もん

題
だい

です。�頁
ぺーじ

まであります。

2唖No. 1〜No. 20 まで 20 問
もん

題
だい

があります。

必
ひっ

須
す

問
もん

題
だい

ですから 20 問
もん

題
だい

すべてに解
かい

答
とう

してください。

3唖解
かい

答
とう

は、別
べつ

の解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

に記
き

入
にゅう

してください。

解
かい

答
とう

用
よう

紙
し

には、必
かなら

ず受
じゅ

検
けん

地
ち

、氏
し

名
めい

、受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

を記
き

入
にゅう

し受
じゅ

検
けん

番
ばん

号
ごう

の数
すう

字
じ

をマーク(ぬりつぶす)し

てください。

4唖解
かい

答
とう

の記
き

入
にゅう

方
ほう

法
ほう

はマークシート方
ほう

式
しき

です。

記
き

入
にゅう

例
れい

1 432 のうちから､正
せい

解
かい

と思
おも

う番
ばん

号
ごう

をHBまたはＢの黒
くろ

鉛
えん

筆
ぴつ

(シャープペンシルの場
ば

合
あい

は、なるべくしんの太
ふと

いもの)でマーク(ぬりつ

ぶす)してください。

ただし、�問
もん

題
だい

に�つ以
い

上
じょう

のマーク(ぬりつぶ

し)がある場
ば

合
あい

は、正
せい

解
かい

となりません。

5唖解
かい

答
とう

を訂
てい

正
せい

する場
ば

合
あい

は、消
け

しゴムできれいに消
け

してマーク(ぬりつぶす)し直
なお

してください。
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=No. 1> モータグレーダの構
こう

造
ぞう

の特
とく

徴
ちょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 安
あん

全
ぜん

機
き

構
こう

として、サークルとサークルリバースギヤの間
あいだ

にシャーピンを備
そな

えているものが多
おお

い。

5� 9輪
りん

式
しき

における後
こう

輪
りん

の�輪
りん

は、タンデム機
き

構
こう

で支
ささ

えられている。

5� リッパ装
そう

置
ち

は、前
ぜん

輪
りん

とブレードの間
あいだ

に装
そう

着
ちゃく

して使
し

用
よう

するものが多
おお

い。

5� ブレードを支
し

持
じ

するサークルは、一
いっ

般
ぱん

に右
みぎ

回
まわ

り、左
ひだり

回
まわ

りとも全
ぜん

周
しゅう

の回
かい

転
てん

が可
か

能
のう

な構
こう

造
ぞう

である。

=No. 2> モータグレーダの諸
しょ

元
げん

および性
せい

能
のう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 運
うん

転
てん

質
しつ

量
りょう

は、機
き

械
かい

質
しつ

量
りょう

に乗
じょう

車
しゃ

定
てい

員
いん

質
しつ

量
りょう

を加
くわ

えたものをいう。

5� 最
さい

小
しょう

回
かい

転
てん

半
はん

径
けい

は、内
うち

側
がわ

を通
とお

る前
ぜん

輪
りん

の軌
き

跡
せき

の最
さい

小
しょう

半
はん

径
けい

をいう。

5� 全
ぜん

幅
ぷく

は、ブレードを除
のぞ

いた機
き

体
たい

における最
さい

大
だい

幅
はば

をいう。

5� 9輪
りん

式
しき

のホイールベースは、前
ぜん

車
しゃ

軸
じく

とタンデム軸
じく

中
ちゅう

心
しん

間
かん

の水
すい

平
へい

距
きょ

離
り

をいう。

=No. 3> 下
か

図
ず

に示
しめ

す、モータグレーダの走
そう

行
こう

用
よう

動
どう

力
りょく

伝
でん

達
たつ

経
けい

路
ろ

において、A〜 Cに当
あ

てはまる語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

なものはどれか。

56 (Ａ) 油
ゆ

圧
あつ

ポンプ (Ｂ) 油
ゆ

圧
あつ

モータ (Ｃ) タンデム装
そう

置
ち

5� (Ａ) 油
ゆ

圧
あつ

ポンプ (Ｂ) タンデム装
そう

置
ち

(Ｃ) 油
ゆ

圧
あつ

モータ

5� (Ａ) トランスミッション (Ｂ) タンデム装
そう

置
ち

(Ｃ) ベベルギヤとピニオンギヤ

5� (Ａ) トランスミッション (Ｂ) ベベルギヤとピニオンギヤ (Ｃ) タンデム装
そう

置
ち

=No. 4> モータグレーダのブレード装
そう

置
ち

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 リンク機
き

構
こう

により、常
つね

に水
すい

平
へい

を保
ほ

持
じ

したまま昇
しょう

降
こう

させることができる。

5� ブレードを支
し

持
じ

するドローバは、ボールジョイントでフレームに連
れん

結
けつ

されている。

5� ブレードを横
よこ

方
ほう

向
こう

に動
うご

かす装
そう

置
ち

の6つとして、ブレード横
よこ

送
おく

りシリンダがある。

5� ブレードを支
し

持
じ

するサークルは、内
うち

歯
は

車
ぐるま

構
こう

造
ぞう

のものが多
おお

い。

=No. 5> モータグレーダの前
ぜん

車
しゃ

軸
じく

揺
よう

動
どう

機
き

構
こう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 前
ぜん

輪
りん

の片
かた

側
がわ

が凸
とつ

部
ぶ

に乗
の

り上
あ

げたときのブレードの高
たか

さの変
へん

化
か

を低
てい

減
げん

できる。

5� ブレード作
さ

業
ぎょう

時
じ

の直
ちょく

進
しん

性
せい

を保
ほ

持
じ

するための機
き

構
こう

である。

5� 前
ぜん

車
しゃ

軸
じく

中
ちゅう

央
おう

のピンを中
ちゅう

心
しん

に左
さ

右
ゆう

の車
しゃ

輪
りん

を上
じょう

下
げ

に揺
よう

動
どう

させる機
き

構
こう

である。

5� 路
ろ

面
めん

の凹
おう

凸
とつ

に対
たい

して、常
つね

に左
さ

右
ゆう

の前
ぜん

車
しゃ

輪
りん

を接
せっ

地
ち

させることができる。
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=No. 6> モータグレーダの作
さ

業
ぎょう

装
そう

置
ち

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 フロントプラウには、Vプラウやアングリングプラウなどがある。

5� サイドウイングは、道
どう

路
ろ

横
よこ

に積
つ

まれた雪
せっ

堤
てい

の処
しょ

理
り

などに使
し

用
よう

される。

5� スカリファイヤは、機
き

体
たい

前
ぜん

端
たん

部
ぶ

に取
と

り付
つ

けたドローバによりけん引
いん

される。

5� リッパは、スカリファイヤに比
くら

べて地
じ

盤
ばん

の破
は

砕
さい

力
りょく

が小
ちい

さい。

=No. 7> モータグレーダの運
うん

転
てん

操
そう

作
さ

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 前
ぜん

進
しん

茜後
こう

進
しん

の切
きり

替
か

えは、機
き

体
たい

を完
かん

全
ぜん

に停
てい

止
し

させてから行
おこな

わなければならない。

5� ショルダリーチ姿
し

勢
せい

をとる場
ば

合
あい

、左
さ

右
ゆう

のブレード昇
しょう

降
こう

シリンダのみを伸
しん

縮
しゅく

させて行
おこな

う。

5� アーティキュレート機
き

構
こう

と前
ぜん

輪
りん

の操
そう

舵
だ

機
き

構
こう

を併
へい

用
よう

して回
かい

転
てん

半
はん

径
けい

を小
ちい

さくできる。

5� リーニング操
そう

作
さ

により、切
せっ

削
さく

作
さ

業
ぎょう

時
じ

の機
き

体
たい

の直
ちょく

進
しん

性
せい

を保
ほ

持
じ

できる。

=No. 8> モータグレーダの運
うん

転
てん

操
そう

作
さ

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 作
さ

業
ぎょう

距
きょ

離
り

が 1.0 km程
てい

度
ど

の場
ば

合
あい

は、方
ほう

向
こう

転
てん

換
かん

せずに前
ぜん

後
こう

進
しん

による往
おう

復
ふく

作
さ

業
ぎょう

が効
こう

率
りつ

的
てき

である。

5� 作
さ

業
ぎょう

速
そく

度
ど

は、一
いっ

般
ぱん

に、低
てい

速
そく

は�〜�km/h、高
こう

速
そく

は 10 km/h 以
い

上
じょう

を目
め

安
やす

としている。

5� ウインドローの除
じょ

去
きょ

や敷
しき

ならしなどの軽
けい

負
ふ

荷
か

の作
さ

業
ぎょう

は、一
いっ

般
ぱん

に高
こう

速
そく

で行
おこな

う。

5� 一
いっ

般
ぱん

道
どう

を走
そう

行
こう

する場
ば

合
あい

は、アーティキュレートやリーニング機
き

構
こう

はロックしておく。

=No. 9> モータグレーダの点
てん

検
けん

整
せい

備
び

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 オイル漏
も

れや水
みず

漏
も

れの点
てん

検
けん

は、始
し

業
ぎょう

前
まえ

または終
しゅう

業
ぎょう

後
ご

の日
にち

常
じょう

点
てん

検
けん

で行
おこな

う。

5� ブレーキやトーインの調
ちょう

整
せい

は、運
うん

転
てん

時
じ

間
かん

にかかわらず、日
にち

常
じょう

点
てん

検
けん

時
じ

の状
じょう

態
たい

に応
おう

じて実
じっ

施
し

す

る。

5� ブレーキ関
かん

連
れん

のホースやゴム部
ぶ

品
ひん

は、異
い

常
じょう

や不
ふ

具
ぐ

合
あい

がなくても、定
てい

期
き

的
てき

に交
こう

換
かん

する。

5� 点
てん

検
けん

整
せい

備
び

は、運
うん

転
てん

時
じ

間
かん

と暦
れき

日
じつ

の両
りょう

方
ほう

が目
め

安
やす

の時
じ

期
き

に到
とう

達
たつ

したときに行
おこな

う。

=No. 10> モータグレーダのL故
こ

障
しょう

内
ない

容
よう

MとL主
おも

な対
たい

策
さく

Mに関
かん

する組
くみ

合
あわ

せとして次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

でな

いものはどれか。

(故
こ

障
しょう

内
ない

容
よう

) (主
おも

な対
たい

策
さく

)

56 ブレードが上
じょう

下
げ

に振
しん

動
どう

する。 サークルと案
あん

内
ない

金
かな

具
ぐ

のすき間
ま

の調
ちょう

整
せい

5� ハンドルがとられる。 左
さ

右
ゆう

の前
ぜん

輪
りん

タイヤの空
くう

気
き

圧
あつ

の調
ちょう

整
せい

5� サークルがスムーズに回
かい

転
てん

しない。 ドローバ先
せん

端
たん

ボールジョイントの遊
あそ

びの調
ちょう

整
せい

5� スカリファイヤが振
しん

動
どう

する。 スカリファイヤ昇
しょう

降
こう

シリンダ油
ゆ

圧
あつ

系
けい

統
とう

のエア抜
ぬ

き

�級 �種2



GK23-W.smd  Page 4 22/12/20 10:10  v4.00

=No. 11> モータグレーダによる工
こう

事
じ

現
げん

場
ば

内
ない

の走
そう

路
ろ

の維
い

持
じ

補
ほ

修
しゅう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

で

ないものはどれか。

56 路
ろ

肩
かた

近
ちか

くの切
せっ

削
さく

は、ブレード推
すい

進
しん

角
かく

を大
おお

きくし土
ど

砂
しゃ

を側
そっ

溝
こう

に落
お

とさないように行
おこな

う。

5� こね返
かえ

された泥
どろ

が路
ろ

面
めん

に浮
う

いているときは、削
けず

り取
と

ってから良
りょう

質
しつ

の材
ざい

料
りょう

を補
ほ

給
きゅう

する。

5� 路
ろ

面
めん

の切
せっ

削
さく

では、ブレード推
すい

進
しん

角
かく

は 45 度
ど

程
てい

度
ど

を標
ひょう

準
じゅん

として硬
かた

さに合
あわ

せて調
ちょう

整
せい

する。

5� 路
ろ

面
めん

が硬
かた

く、ブレードで切
せっ

削
さく

が困
こん

難
なん

な場
ば

合
あい

はスカリファイヤを併
へい

用
よう

する。

=No. 12> モータグレーダによる広
ひろ

場
ば

の整
せい

地
ち

作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはど

れか。

56 仕
し

上
あ

げ作
さ

業
ぎょう

は、高
こう

低
てい

の修
しゅう

正
せい

をした後
あと

にウインドローを残
のこ

さないように行
おこな

う。

5� �次
じ

元
げん

マシンコントロール機
き

能
のう

を装
そう

備
び

した ICT建
けん

設
せつ

機
き

械
かい

を使
つか

うと、丁
ちょう

張
はり

設
せっ

置
ち

などの作
さ

業
ぎょう

を削
さく

減
げん

できる。

5� 渦
うず

巻
まき

形
がた

整
せい

地
ち

法
ほう

は、広
ひろ

場
ば

の中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

から外
そと

側
がわ

に向
む

けて連
れん

続
ぞく

的
てき

に作
さ

業
ぎょう

する。

5� 整
せい

地
ち

の凹
おう

凸
とつ

修
しゅう

正
せい

は、一
いち

度
ど

で修
しゅう

正
せい

しないで、回
かい

数
すう

を重
かさ

ねて作
さ

業
ぎょう

する。

=No. 13> モータグレーダによる除
じょ

雪
せつ

作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 圧
あっ

雪
せつ

を除
じょ

去
きょ

するときは、融
ゆう

雪
せつ

剤
ざい

を散
さん

布
ぷ

した後
あと

に行
おこな

うと作
さ

業
ぎょう

性
せい

がよい。

5� 新
しん

雪
せつ

除
じょ

雪
せつ

では、ブレード切
せっ

削
さく

角
かく

を標
ひょう

準
じゅん

よりやや小
ちい

さくし、雪
ゆき

の横
よこ

送
おく

りをよくするようにする。

5� 広
ひろ

い場
ば

所
しょ

の除
じょ

雪
せつ

は、複
ふく

数
すう

のグレーダでの雁
がん

行
こう

作
さ

業
ぎょう

により行
おこな

われることがある。

5� ブレードによる新
しん

雪
せつ

除
じょ

雪
せつ

は、路
ろ

面
めん

などに雪
ゆき

を残
のこ

さないように注
ちゅう

意
い

しながら低
てい

速
そく

で行
おこな

うように

する。

=No. 14> モータグレーダのスカリファイヤによる掘
ほり

起
お

こし作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 地
じ

盤
ばん

が硬
かた

いほど切
せっ

削
さく

角
かく

を大
おお

きくする。

5� 爪
つめ

のくい込
こ

みを浅
あさ

めにして回
かい

数
すう

を多
おお

くする。

5� スカリファイヤで困
こん

難
なん

な硬
かた

い地
じ

盤
ばん

には、リッパを用
もち

いる。

5� 硬
かた

い地
じ

盤
ばん

をスカリファイヤで掘
ほ

り起
お

こすことにより、その後
ご

のブレード作
さ

業
ぎょう

が容
よう

易
い

になる。

=No. 15> モータグレーダによる路
ろ

盤
ばん

材
ざい

料
りょう

の敷
しき

ならし作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でない

ものはどれか。

56 ブレードの刃
は

先
さき

の横
よこ

方
ほう

向
こう

の勾
こう

配
ばい

は、道
どう

路
ろ

横
おう

断
だん

勾
こう

配
ばい

に合
あ

わせる。

5� 作
さ

業
ぎょう

速
そく

度
ど

は、一
いっ

般
ぱん

に9〜Qkm/h 程
てい

度
ど

か、これ以
い

下
か

で行
おこな

う。

5� 敷
しき

ならしで生
しょう

じるウインドローは、後
こう

進
しん

時
じ

に踏
ふ

まないように走
そう

行
こう

する。

5� 材
ざい

料
りょう

は、ダンプトラック6台
だい

分
ぶん

を�〜R箇
か

所
しょ

に均
きん

等
とう

に配
はい

置
ち

するとよい。
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=No. 16> モータグレーダによる路
ろ

盤
ばん

の仕
し

上
あ

げ作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものは

どれか。

56 作
さ

業
ぎょう

は中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

から始
はじ

め、丁
ちょう

張
は

りなどの高
たか

さの基
き

準
じゅん

のある路
ろ

側
そく

側
がわ

を最
さい

後
ご

に仕
し

上
あ

げる。

5� 検
けん

測
そく

結
けっ

果
か

を参
さん

照
しょう

し、ブレードの勾
こう

配
ばい

や高
たか

さなどを調
ちょう

整
せい

する。

5� ウインドローが発
はっ

生
せい

しないように、ブレードの推
すい

進
しん

角
かく

を大
おお

きくする。

5� タイヤローラを併
へい

用
よう

し、整
せい

形
けい

作
さ

業
ぎょう

と転
てん

圧
あつ

作
さ

業
ぎょう

を並
へい

行
こう

して行
おこな

う。

=No. 17> モータグレーダによるはぎ取
と

り作
さ

業
ぎょう

および埋
うめ

戻
もど

し作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

うち、適
てき

切
せつ

で

ないものはどれか。

56 溝
みぞ

の埋
うめ

戻
もど

し作
さ

業
ぎょう

を行
おこな

う場
ば

合
あい

は、掘
くっ

削
さく

土
ど

を溝
みぞ

の近
ちか

くにウインドロー状
じょう

に置
お

いておくと効
こう

率
りつ

がよ

い。

5� かやなどの根
ね

の固
かた

い植
しょく

物
ぶつ

は、ブレード全
ぜん

体
たい

で切
せっ

削
さく

して、はぎ取
と

る。

5� 表
ひょう

土
ど

のはぎ取
と

りは、一
いっ

般
ぱん

にブレード切
せっ

削
さく

角
かく

を 30 度
ど

程
てい

度
ど

にして行
おこな

う。

5� 作
さ

業
ぎょう

抵
てい

抗
こう

が大
おお

きいはぎ取
と

り作
さ

業
ぎょう

では、ブレード推
すい

進
しん

角
かく

は一
いっ

般
ぱん

的
てき

な整
せい

地
ち

作
さ

業
ぎょう

などよりも小
ちい

さく

する。

=No. 18> 下
か

記
き

に示
しめ

す、モータグレーダ6台
だい

による路
ろ

床
しょう

の整
せい

形
けい

作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する記
き

述
じゅつ

において、A〜

Dの語
ご

句
く

の組
くみ

合
あわ

せとして次
つぎ

のうち、適
てき

切
せつ

なものはどれか。

切
せっ

削
さく

深
ふか

さがËＡÌので、ブレード推
すい

進
しん

角
かく

はËＢÌとった方
ほう

がよい。作
さ

業
ぎょう

順
じゅん

序
じょ

としては路
ろ

肩
かた

側
がわ

から中
ちゅう

央
おう

部
ぶ

に向
む

かい、ËＣÌ回
かい

転
てん

とブレード横
よこ

送
おく

りを効
こう

果
か

的
てき

に使
つか

い、凸
とつ

部
ぶ

を切
き

り崩
くず

し凹
おう

部
ぶ

に敷
し

きならす。ブ

レード横
よこ

送
おく

りを使
つか

う場
ば

合
あい

、ウインドローをËＤÌで踏
ふ

まない範
はん

囲
い

にする。

ËＡÌ ËＢÌ ËＣÌ ËＤÌ

56 深
ふか

い 小
ちい

さくË30 〜 45 度
ど

程
てい

度
ど

Ì サークル 前
ぜん

輪
りん

5� 浅
あさ

い 大
おお

きくË60 〜 90 度
ど

程
てい

度
ど

Ì ボールジョイント 後
こう

輪
りん

5� 浅
あさ

い 大
おお

きくË60 〜 90 度
ど

程
てい

度
ど

Ì サークル 後
こう

輪
りん

5� 深
ふか

い 小
ちい

さくË30 〜 45 度
ど

程
てい

度
ど

Ì ボールジョイント 前
ぜん

輪
りん

=No. 19> モータグレーダによる路
ろ

盤
ばん

材
ざい

料
りょう

の混
こん

合
ごう

作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないもの

はどれか。

56 ブレードで混
こん

合
ごう

する場
ば

合
あい

は、作
さ

業
ぎょう

速
そく

度
ど

は一
いっ

般
ぱん

に9〜 10 km/h 程
てい

度
ど

で行
おこな

う。

5� ブレードで混
こん

合
ごう

する場
ば

合
あい

は、ブレード推
すい

進
しん

角
かく

を小
ちい

さくして行
おこな

う。

5� スカリファイヤで混
こん

合
ごう

する場
ば

合
あい

は、ブレードを併
へい

用
よう

するとよい。

5� ブレードで混
こん

合
ごう

する場
ば

合
あい

は、材
ざい

料
りょう

を層
そう

状
じょう

に置
お

く。
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=No. 20> モータグレーダによる溝
みぞ

掘
ほ

り作
さ

業
ぎょう

に関
かん

する次
つぎ

の記
き

述
じゅつ

のうち、適
てき

切
せつ

でないものはどれか。

56 平
ひら

底
ぞこ

溝
みぞ

は、溝
みぞ

の両
りょう

側
がわ

を所
しょ

定
てい

の溝
みぞ

幅
はば

になるように V溝
みぞ

の掘
くっ

削
さく

を行
おこな

い、次
つぎ

に平
ひら

底
ぞこ

部
ぶ

の掘
くっ

削
さく

を行
おこな

う。

5� 溝
みぞ

の外
そと

のりは、ショルダリーチ姿
し

勢
せい

により、所
しょ

定
てい

の勾
こう

配
ばい

で掘
くっ

削
さく

する。

5� 走
そう

路
ろ

の両
りょう

側
がわ

に排
はい

水
すい

溝
こう

を掘
ほ

る場
ば

合
あい

は、Uターンして両
りょう

側
がわ

とも前
ぜん

進
しん

作
さ

業
ぎょう

で行
おこな

う。

5� 軟
やわ

らかい路
ろ

肩
かた

上
じょう

のウインドローの処
しょ

理
り

は、車
しゃ

輪
りん

が路
ろ

肩
かた

に載
の

らないようにショルダリーチ姿
し

勢
せい

で行
おこな

う。
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